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「ＪＡバンク茨城子ども食堂応援助成２０２３」活動報告書 

活動名 にこにこ食堂みのり 

団体名 茨城保健生活協同組合 小美玉支部 にこにこ食堂運営委員会 

この活動で
取り組んだ
地域の課題
や背景（※） 

・地域ネットワークの構築 
・敷居を低くして子どもたちが気軽に立ち寄れる場所にしていきたい 
・幅広い年齢層の利用者を増やしていきたく、高齢者が手軽に参加できる企画を実施し

たい。 

この活動の
目的（※） 

子どもたちの健康づくり、学習援助 
 

活動の対象
（※） 

地域住民（主に子ども） 
 

実施内容 

毎月第４日曜日に小美玉市の「農村婦人の家」で有志ボランティア２９人に支えられ、
管理栄養士が献立メニューを考え、栄養バランスの取れた食事の準備をしている。 
2023 年 12 月にはクリスマス会などのイベントを実施。令和６年度も開催する予定で
ある。 
健康・医療・栄養相談なども実施している。 
 
 

活動実施後
の成果 

毎月、「にこにこ食堂」を無事に開催することができました。また、新たに 2 名のボラ
ンティアが加わり、活動の幅が広がっています。さらに、「0 円マーケット」と称して、
市民の皆さまや市社会福祉協議会から寄贈いただいた衣類、図書、日用品、文具などを
無料で提供する取り組みも行っています。加えて、健康 ・医療 ・栄養相談などのサービ
スも実施し、多くの方にご利用いただいております。 
 
4 月には 「にこにこまつり」を開催し、高校生による模擬店の協力や市消防団による消
火体験など、地域の皆さまに楽しんでいただけるイベントを行いました。 
 
また、ひとり親家庭への支援として、定期的にお米 5kg を配布し、少しでも生活のお
役に立てるよう努めています。 
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今後の展望
や 新 た に  
見えてきた
地域課題 

今後は、地域全体で支え合う仕組みを強化し、サービスの充実や世代を超えた交流の場
を創出しながら、持続可能な運営体制の確立を目指します。また、ひとり親家庭や高齢
者世帯への支援を充実させ、地域の文化を取り入れたイベントを展開し、住民が安心し
て暮らせる活気ある地域づくりを進めていきます。 

寄付者への
一言（※） 

「皆さまからの温かいご支援に心より感謝申し上げます。今後ともご理解とご協力を賜
りますようお願い申し上げます。」 

自己評価 
（いずれかに

○を記入） 

A. 目標を超える成果を得ることができた 
B. ほぼ目標どおりの結果となった 
C. 残念ながら目標を達成できなかった 
D. その他（                                ） 

自己評価で C

を記入された

場合、その理由 

 
 
 
 

※ 欄の大きさは自由に変えていただいて結構ですが、全体で 2 ページ以内となるようご配慮ください。 
※ 活動の様子がわかる写真数枚のデータを別途ご送付ください。 
※ その他必要に応じて補足書類をご提出ください。 


